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論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目： 『狭衣物語』本文の研究 

 

 学位申請者  

  小林理正 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 滝川幸司  

  副査 大阪大学教授 飯倉洋一  

  副査 大阪大学教授 岡島昭浩  

 

【論文内容の要旨】 

本論文は、豊富なバリエーションの本文を持つ『狭衣物語』について、従前の系統論および伝本研究の成果に留

意しつつ、それぞれの本文に対して、校訂本文に拠らず、写本のレベルに立ち戻り、本文読解を通じて本文の問題

に向き合い、さらに、表記情報から浮かびあがってくる本文の具体相を手がかりに本文分析を行うことで、その出

典や解釈の整訂を試みたものである。本論文は、「はじめに」、第一章「写本を分析する」（第一節「平安（末期）

写本の痕跡─鎌倉期写本の和歌書式から見えてくるもの─」、第二節「深川本・巻一論─系統論の再吟味に及ぶ」）、

第二章「本文を読解する」（第一節「巻一・起筆部本文の読解─不審本文の再読解─不審本文憶説─」、第二節「巻

四・「返しどもなどのしどけなくならはし聞こえたる所／＼」の解釈」、附節「引歌表現の本文異同雑考」）、第三章

「表記を吟味する」（第一節「出典未詳表現覚書」、第二節「「一しゆにみてり」の本文分析─巻一・本文私註─」、

第三節「巻四・「水のしら浪なる御有さま」考」）、「おわりに」で構成される。 

 「はじめに」で『狭衣物語』の本文研究の情況を整理して問題点を指摘した上で、各章に入る。 

 第一章は、鎌倉写本に着目し、そこに示される情報を扱う。第一節では、鎌倉写本が多数残存する『源氏物語』

を例とし、和歌書式の分析を通じて、鎌倉写本が平安写本由来の情報を今に伝えており、〝群〟としての検討が、

それらを析出し得ることを確認する。第二節では、『狭衣物語』諸本の中で最古とされる深川本の巻一を取りあげ、

その本文が、従来考えられてきた在り方とは全く異なるものであることを論じ、深川本が、途中に存する空白の前

後で二種類の異なる本文を取り合わせて作られた混態本であることを指摘する。 

第二章は、本文読解に重きを置いた論である。第一節では巻一起筆部について、その解釈及び本文をめぐる問題

を取り上げ、起筆部に藤を持ち出す要因を明らかにし、不審の残る本文の表現類型の調査を通して、本文の生成過

程を論じる。第二節では、巻四の「返しどもなどのしどけなくならはし聞こえたる所／＼」という一文を取り上

げ、語法上の疑問点を確認した上で、その解消を通して、当該本文を復元することを論じる。附節は、必ずしも本

文読解に重きを置いた論ではないが、本文異同をめぐり、本文の先後関係を考えるとき、本文解釈が一つのキーワ

ードになりうる可能性を模索する。 

第三章は、本文の表記情報に注目し、検討を行う。第一節では、巻三の「こゑの秋のかせは月みつことしきりな

り」の典拠について、本文史の整理から浮かびあがる本文の形態を手がかりに検討する。その上で、本文揺動の様



態を分析することで、いかにして未詳本文の在り方に不審を残さないのか、という方法論的課題に見解を述べる。

第二節では、諸氏がさまざま論じてきた「一しゆにみてり」という未詳本文を扱い、本文史の整理を通じて、従来

指摘されてこなかった漢詩句が典拠である可能性を指摘する。第三節では、巻四の「水のしら浪なる御有さま」と

いう一文を取りあげ、その引歌認定の是非について、各種本文の様態を確認して、「御津の白浪」と読み解き、万

葉集歌の引歌とすべきであると論じる。 

「おわりに」で各章の内容を整理し、写本に遡って本文を読み解く必要性を改めて示す。 

 

【論文審査の結果の要旨】 

本論文の最大の成果は、写本に遡って本文を検討することによって、これまでの系統論の不備を指摘するのみ

ならず、系統論では示し得ない、本文の様態を明らかにしたことである。 

第一章第二節の深川本の論は、これまでの系統論の不備を論じ、もっとも信頼できるとされていた深川本神話

を打ち崩したといえる。深川本に見える空白の前後で本文の系統が異なることを詳細に論じ、深川本が混態本で

ある可能性を指摘したことは、深川本に依拠する多くの研究に根本的な再考を求める貴重な成果である。深川本

の不審については既に先行研究もあるが、その先行研究とは異なるレベルで深川本の不審を剔抉したことは大き

な成果である。 

第二章において、本文精読を通じて本文の不審点を指摘し、新たな解釈、本文校訂案を提示したことも大きい。

これらは伝本における表現類型の丁寧な分析から導かれたもので、今後の研究の指針となりえるものである。 

第三章は、表記を中心に、出典未詳とされた部分の出典を明らかにした論で、本文系統にとらわれることなく、

鎌倉期、室町期の本文揺動を、特に表記情報に着目して分析して、その本文読解、本文の出典を指摘したことは、

分析方法を含め、高く評価されると考える。 

 本論文は、片岡利博氏、長谷川佳男氏、後藤康文氏の狭衣物語研究を継承し、さらに新たな視点も交えて展開さ

せ、また、加藤昌嘉氏の源氏物語における本文揺動の研究方法を受け継ぎ、狭衣物語の本文研究に新たな成果をも

たらしたといえるであろう。 

 一方、論述に独特の言葉遣いがあり、却って論旨を不明確にする嫌いがあったり、論文の構成に不備などが存す

る。しかし、これらの点は、今後改善されうるところであり、本論文が狭衣物語を始めとする平安時代の物語や中

世王朝物語研究、また本文研究に新たな視点・成果を加えたことは確かであり、今後さらなる研究の発展が確信さ

れる。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


